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明石工業高等専門学校に対する寄贈に関するお知らせ 

 

フルサト・マルカホールディングス株式会社（代表取締役社長 古里 龍平、以下、当社）は、2 月 2０日に

独立行政法人国立高等専門学校機構 明石工業高等専門学校（所在地：兵庫県明石市、以下、明石高専）に対し、

当社グループが取り扱う自律走行搬送ロボット１台を寄贈したことをお知らせいたします。 

 

記 

 

当社はグループとして掲げるビジョン「『叶えたい』が、あふれる社会へ。」を実現させるため、経済的価値

と社会的価値の両立を目指した「サステナビリティ基本方針」を策定し、その取組みのひとつとして、社会貢

献活動を通じた地域経済の発展や環境保全による社会・環境的価値の向上を図っています。 

 

今回、当社の社会貢献活動方針に照らし、モノづくり産業の持続可能性に貢献する次世代育成の取組みとし

て、将来のモノづくり産業を支える人材の育成・教育の場に、製造現場で使用される機械装置を活用いただく

ことを目的とし、当社グループが取り扱う自律走行搬送ロボット１台を明石高専へ寄贈いたしました。 

 

明石高専は、機械工学・電気情報工学・都市システム工学・建築の 4 学科の上に、専攻科を設置しておりま

す。高度な研究や社会実践につながる、特色ある教育プログラムを実施しており、多様な環境、地域社会との

連携等を授業に取り入れ、変化の著しい社会に対応し、貢献できる人材育成に努めています。 

寄贈を行った自律走行搬送ロボットについては、明石高専にて４月から開始される課題解決型学習で活用い

ただく予定です。 

 

当社グループでは、今後とも地域経済の発展や環境保全に資する取組みに支援を行い、社会・環境的価値の

向上を図ってまいります。 

  



【自律走行搬送ロボット Aspina AMR 寄附贈呈式】 

2025 年 2 月 20 日（木）13 時より、明石高専において寄附贈呈式が開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【寄贈品 Aspina AMR（自律走行搬送ロボット）】 

当社子会社である㈱セキュリティデザインが取り扱うシナノケンシ㈱製 Aspina AMR 

 

株式会社セキュリティデザイン公式 HP  https://www.security-d.com/ 

シナノケンシ株式会社公式 HP  https://jp.aspina-group.com/ja/ 

  



【明石高専について】 

（１）名  称  独立行政法人国立高等専門学校機構 明石工業高等専門学校 

（２）所  在  地  兵庫県明石市魚住町西岡 679 番の 3 

（３）代  表  者  校長 土居 信数 

（４）設  立  1962 年 4 月 

（５）当  社  と  の  関  係 人的、資本的、取引関係はありません。また、関連当事者に該当いたしませ

ん。 

（６）概 要 明石高専は、高度経済成長を支える技術者の育成を目的として 1962 年に

開校しました。60 年を超える歩みの中で、開校時の３学科 (機械・電気・土

木) から、現在では４学科 (機械・電気情報・都市システム・建築) となり、

さらに５年間の高専教育の上にたって、高度の教育・研究を行うことを目的

とした専攻科が設置されました。 

また、明石高専では、育成する人材像として、『主体的に行動し、専門的・

汎用的な知識・スキル・能力を活用して、プロフェッショナルとしての責任

感と倫理観をもって、人・社会・自然に能動的・積極的にはたらきかけ、自

分の使命を完遂する人』を掲げており、この人材を育成するために、入学直

後から全員が受講するアクティブラーニング入門、データサイエンス入門、

防災リテラシーをはじめ、２，３，４年生が学年と学科を横断してチームを

つくって実施する PBL 型授業「Co+work」など、多様な環境、地域社会と

の連携等を授業に取り入れ、変化の著しい社会に対応し、貢献できる人材育

成に努めています。 

 

 

以上 


